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炭、竹炭の定義、  Wikipediaより 

炭(すみ、Charcoal)とは、狭義には、有機物が蒸し焼き

になり炭化することで得られる、炭素を主成分とする
可燃物である。 

製品である、木炭、竹炭、ヤシガラ炭などは、燃料など
に使われる。広義には炭素を主成分とする燃料全般
を意味し、石炭、泥炭などや、石炭製品の練炭、コー
クスなども含む。 

 

竹炭（ちくたん、たけすみ）とは、竹を人為的に炭化さ
せたものである。主に燃料炭として使われる木炭と違
い、竹炭は生活補助機能目的として利用されることが
多い。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%89%E6%A9%9F%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%92%B8%E3%81%97%E7%84%BC%E3%81%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%82%AD%E5%8C%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%82%AD%E7%B4%A0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%88%90%E5%88%86
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%AF%E7%87%83%E7%89%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A3%BD%E5%93%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%A8%E7%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%B9%E7%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A4%E3%82%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%87%83%E6%96%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9F%B3%E7%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B3%A5%E7%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B7%B4%E7%82%AD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AB%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%82%AD%E5%8C%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%A8%E7%82%AD


効果・利用法 Wikipediaより 

調湿 - 多孔質であることから、空気中の水分を吸着し、
乾燥すれば吐き出す能力をもつ。 
脱臭・空気浄化 - 細孔の中に様々なにおいの元となる物
質を物理吸着するとされている。細孔が塞がってしまう
為、吸着能力が発揮される期限がある。 
水質浄化・ミネラル放出 - 水道水に入れることにより、カ
ルキ臭・塩素を吸着する。また竹炭に含まれるカリウム・
マグネシウムなどが放出される。飲料水・炊飯や料理の
際に使われる。 
土壌改良 - 含水性を向上、微生物の棲息場所を提供す
る。浄化等に使った竹炭を再利用することが多い。 
通電性 - 高温で焼き上げたものほど、通電性が高くなる。 
 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%89%A9%E7%90%86%E5%90%B8%E7%9D%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%BB%E6%B0%97%E4%BC%9D%E5%B0%8E


炭化温度 Wikipediaより 

生活補助機能を目的として使われる竹炭では、焼き上げ温度
（炭化温度）によって用途が異なることがあり、重要視される。 
通常、炭化窯内では場所によって温度に差ができることが多い。 
炭化温度の低いものは色は黒く、軟質で形が崩れやすい。 
炭化温度が高くなると硬質化するとともに通電性が高くなる。 
色は銀色っぽく光り、「キンキン」と金属のような音がする。 
また、炭化の際、800°C以上の高温時に炭を取り出し、灰を掛
けて冷却する方法がある。この方法を用いて作られた竹炭を白
竹炭という。 
また、1000°Cを超える温度で炭化された竹炭は微細孔が収縮
する傾向があり、全般的な吸着性能は下がる。 

また水質浄化（特に飲料水・炊飯用など）に使用する際、炭化が
不十分なものであると竹炭に含まれる炭そのものが崩れて水中
に混ざったり不純物が水中に溶出してくる場合もあるため、注意
が必要である。 
 



林野庁ホームページ：木炭の話から 

 新たな用途：  木炭は、燃料用以外の用途でも幅広く使われてきましたが、
最近では、これら新用途木炭としての需要が増加しています。  

土壌改良用、水質浄化用、床下調湿用、飲料水用：木炭の吸着
性や孔隙に住み着く微生物が、塩素やカビ臭のもとになる有機物を吸着・分
解することから、市販の浄水器と同様な効果が期待できます。 

消臭用、鮮度保持用：生鮮野菜やくだものは、収穫直後からエチレンガ
スを発生し、これが熟成・老化を早める原因にもなります。吸着性のすぐれ
た木炭を使うと、この生鮮果菜類が自ら発するエチレンガスを吸収し、熟成・
老化を遅らせます。 

風呂用：木炭がアルカリ性であることから、浴槽のお湯をアルカリ性に変え、
温泉と同じような入浴効果が得られます。また、お湯自体の浄化も期待でき
ます。 

寝具用：木炭の多孔質性から通気性・頭寒・除湿などの効果が期待できま
す。また、木炭粒によるマッサージ効果やリラクゼーション効果も期待できま
す 



木酢液・竹酢液： 
木材を炭化する際の煙から採取した木酢液や竹酢液（木酢液等）
は、その主成分である酢酸のほかに約200種以上の成分を含んで

います。これらの成分の中には、殺菌作用のあるものや、土壌の
中の有用な微生物を増殖させる働きをするものが含まれ、特に有
機農業の分野で注目されています。  
   木酢液等は、有機農業（有機JAS）の土壌改良資材として使用で

きますが、農薬取締法の改正により新たに制度化された特定防除
資材の指定に向けて、安全性などに関する試験データの収集が進
められています。また、関係団体は、品質や成分のばらつきのな
い安全な木酢液等を提供できるよう認証協議会を設置し、規格の
統一と認証システムの運用を図るための準備を進めているところ
です。 
 木酢液等は、養豚・養鶏場などの畜舎、犬小屋、家庭ごみなどの

消臭用、入浴剤として利用されたり、木酢液を蒸留・精製したくん
液は、食品添加剤としてハム・ソーセージなどの食品加工にも利用
されています。 



チク・ラボ 竹の活用に関する研究会 2008年6月 



３時間でできる竹炭の作り方 

















森林ボランティア「竹取物語の会」 



読売新聞わいず倶楽部に同行・熊手、竹箒作り体験 



東大寺二月堂お水取り・竹灯篭作り （２月） 











島本竹工房：ステンレス釜と土窯の竹炭焼き 



茨木高校生・竹炭焼き体験 （１０月） 
マスコット使用後の竹材を活用して 

















茨木高校体育祭用・竹調達支援行事 2014年7月 











茨木高校文化祭・竹炭焼きの紹介と竹炭販売 2009年11月 





土釜による竹炭焼き 2007年6月 





島本竹工房竹炭製品 2014年11月島本町文化祭 









島本森のクラブ：土窯  2011年11月・FS養成講座 





高槻バイオマス粉炭研究所 















低炭素化社会・竹炭や竹に今後期待すること 

・森林は二酸化炭素を吸収しない 
植林したての若い森は二酸化炭素（炭酸ガス）を吸収しますが、成熟した森は全体と
しては成長が止まっているため、当然ながら吸収と排出が釣り合っています。 

樹木から落ちた葉、下草、朽ちた老木などは、微生物の作用により最終的には二酸
化炭素にまで分解されます。 

吸収した炭素の行方を確認することが重要です。その植物体を燃やさず、腐らせず
木材などの用途に何十年、何百年でも使うなら二酸化炭素吸収に大いに有益と言え
ます。 

森林を破壊するな、の一点張りでなく、伐採して燃料として、あるいは長期に使う材
木として利用すれば、石油、石炭の使用を減らせます。但し伐採すれば、そのあと必
ず適切な植林をすること、さらには禿げ山、砂漠などに新たに植林を進める努力をす
ることが大切です。 

 

・燃料だけでなく、生活補助機能のある竹炭と竹 
吸収した炭素を将来とも封じ込めてくれる竹炭の用途を広げたり、油抜きすれば半永
久的な寿命を持つ「竹材」の用途を増やしていきたいものです。 














